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• 最大クラスの津波が発生しても「なんとしても命を守る」ため、避難体制を強化し津波に対して安全
な地域づくりを進める区域である津波災害警戒区域（イエローゾーン） の指定が、土佐湾沿岸中央部
においてもR４年３月に行われたところ。

• L２津波に対する避難計画やまちづくり等のソフト対策について、ワークショップや検討会の開催な
どにより更なる検討を進める。
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■土佐湾沿岸の内、人口や資産が集中している中央部を対象に、気候変動を踏まえた計画外力の設定方法、防護水準（計画高潮
位、設計波、設計津波等）、防護水準に対する対策方針について検討を行う。

■なお、今後、避難計画やまちづくり等のソフト対策に関するワークショップや検討会も開催し、ハードだけでなくソフトも含めた総合
的な対策を進めていく。

■検討会の検討結果は、高知県海岸保全基本計画推進委員会に報告し、土佐湾沿岸海岸保全基本計画に反映させる。

※中央部の検討結果を踏まえ、中央部以外の検討および海岸保全基本計画への反映を随時行う。

＜検討会メンバー＞
【委員長】高知工科大学 磯部学長
【委 員】高知工科大学 佐藤教授、高知大学 原教授、鳥取大学 黒岩教授、大阪大学 荒木准教授、

国土技術政策総合研究所海岸研究室 加藤室長、京都大学 多々納教授、関西大学 安田准教授

＜検討内容＞
土佐湾沿岸の内、人口や資産が集中している中央部を対象に、気候変動を踏まえた計画外力の設定方法、防
護水準（計画高潮位、設計波、設計津波等）、防護水準に対する対策方針について検討を行う。
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